
 

 

 

令和６年１１月２６日 松江市歯科医師会 定例会にて、まつえアドバンス・ケア・プランニング

普及・啓発推進協議会 副会長 真鍋 敦 先生（松江赤十字病院 副院長）が「ACPの現状と

課題」についてご講演されました。 

当協議会には、松江市歯科医師会 副会長 内藤 晋一 先生に、幹事としてご参加いただい

ております。今年度の総会・研修会におきましては「歯科における ACPの取り組み」をテーマ

にご講演いただき、医療・介護関係者にとって大きな学びとなりました。 

この度は、歯科医師のみなさまへの ACP理解促進のために ACPの現状と課題について

のお話をと、ご希望をいただきました。 

 

講演会では、厚生労働省の調査をもとに、日本における ACPの普及・啓発状況、松江市にお

けるＡＣＰの取り組み、ＡＣＰの課題等についてお話をされました。 

参加された歯科医師の先生から ご質問 

Q．自分にとっても、診療する上でも、とても重要

な話だった。病院の医師と、地域の医師間での

ACPの連携の現状についてはどうか？ 

 

A．連携を強化するために病院を起点とした研修

会の開催や、意見交換を実施している。日赤では

倫理コンサルテーションチームがあり、そこで本人

の最善を検討する等し、地域の医療職と連携している。 

 

まつえアドバンス・ケア・プランニング普及・啓発推進協議会 活動 

松江市歯科医師会 定例会 講演会 

 

当協議会では、地域住民のみなさまへの普及・啓発はもちろん、医療・介護関係者へ向けた、

ACPの理解や取り組みの促進のため、今後も活動を行ってまいります！ 


